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当社取締役会における実効性評価の結果概要に関するお知らせ 

 

 当社は、取締役会の実効性を高め、より充実したコーポレートガバナンスの構築と企業価値

向上を目指すため、「コーポレートガバナンス・コード」に基づき、取締役会の実効性に関する

分析・評価を実施しましたので、その結果概要をお知らせします。 

 

記 
 

１．取締役会実効性評価の方法 

当社取締役（社外取締役および監査等委員である取締役を含む計８名）に対して、「取締

役会評価に関する質問票」による無記名回答方式でのアンケートを実施し、その集計結果

に基づき、当社取締役会において自己評価分析および今後の課題について議論しました。 

 

   「取締役会実効性評価調査票」の評価項目（全 37項目） 

    （１）取締役会の構成に関する質問（６項目） 

    （２）取締役会の運営に関する質問（９項目） 

    （３）取締役会の議題に関する質問（13項目） 

    （４）取締役会を支える体制に関する質問（９項目） 

 

 ２．分析・評価結果の概要 

   上記による評価アンケートの結果、今回の実効性評価において、当社取締役会は概ね適

切に機能・運営されていることを確認しました。 

   一方で、取締役会の実効性をより高めるために、次の点を課題として確認しました。 

 

・取締役会の構成について、構成員の多様性の確保等 

  ・取締役会の運営について、議案や提出資料の内容・範囲・分量、事前検討時間の 

確保等 

  ・取締役会の議題について、企業戦略の審議、審議事項と委任事項の振り分け等 

  ・取締役会を支える体制について、専門家の助言を得る機会の確保、トレーニング

の機会の提供・斡旋、独立社外者のみの会合の開催等 

 

 ３．今後の対応 

   当社取締役会は、分析・評価結果を踏まえて、上記の取り組むべき課題に適切に対応す

ることにより、取締役会全体の実効性を更に高め、コーポレートガバナンスの一層の強化

と企業価値向上に努めます。 

 

以上 


